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が
、
も
っ
と
危
険
な
と
こ
ろ
や
人

家
の
あ
る
と
こ
ろ
を
先
に
し
な
い

か
。
市
民
の
安
全
・
安
心
を
第
一

に
思
わ
な
い
の
か
。

経
済
建
設
部
長

　

善
太
新
田
町
に
あ
る
近
鉄
踏
切

の
歩
道
設
置
・
拡
幅
は
用
地
の
確

保
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

市
が
全
額
負
担
。
現
在
の
と
こ

ろ
踏
切
の
拡
幅
は
考
え
て
い
な
い
。

　

佐
屋
大
橋
の
歩
道
橋
の
設
置
は

地
権
者
の
同
意
や
地
元
の
協
力
が

な
い
と
で
き
な
い
。

今
、
道
路
改
良
工
事

は
将
来
、
企
業
誘
致

す
る
た
め
の
先
行
投

資
で
あ
る
。

質
　
問

　

芸
術
を
志
す
者
を
市
や
市
民
で

も
っ
と
応
援
で
き
な
い
か
。

　

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
な
の
に
、

も
っ
と
多
く
の
方
に
音
響
の
よ
い

会
場
で
の
場
を
与
え
て
は
。

教
育
部
長

　

安
価
に
借
り
る
に
は
、
建
物
の

管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
の
中

に
、
使
用
料
の
減
免
の
規
定
が

あ
る
。

市
民
の
声
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か

石崎たか子議員

質
　
問

　

総
合
斎
苑
の
使
用
方
法
の
改
善

に
つ
い
て
、
斎
苑
が
完
成
し
9
月

1
日
オ
ー
プ
ン
し
た
以
上
、
市
民

が
利
用
し
や
す
い
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
利
用
は

9
・
10
月
は
21
件
で
あ
っ
た
。

　

利
用
者
や
業
者
か
ら
規
律
の
厳

し
さ
や
使
い
勝
手
の
悪
さ
、
初
七

日
法
要
の
時
間
制
限
な
ど
の
苦
情

が
あ
る
。
市
の
対
応
は
。

市
民
生
活
部
長

　

葬
祭
業
者
と
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
供
用
開
始
し
て
ま
だ
2
・

3
ヶ
月
た
っ
た
だ
け
。
も
う
し
ば

ら
く
時
間
を
も
ら
っ
た
上
で
考
え

た
い
。

質
　
問

　

災
害
避
難
所
の
民
間
所
有
者
と

の
協
議
に
つ
い
て
、
市
は
民
間
に

ど
ん
な
働
き
か
け
、
策
を
講
じ
て

い
る
か
。
防
災
無
線
の
整
備
は
。

　

永
和
地
区
の
一
時
避
難
所
に

な
っ
て
い
た
永
和
荘
の
現
状
は
。

総
務
部
長

　

3
階
建
て
の
民
間
施
設
に
つ
い

て
対
象
物
件
は
46
件
。
市
か
ら
話

し
を
聞
い
て
も
よ
い
と
い
う
の
が

17
件
。
防
災
無
線
は
、
今
年
度
は

電
波
調
査
を
し
、
次
年
度
以
降
詳

細
設
計
、
工
事
と
い
う
形
で
進

め
る
。

福
祉
部
長

　

永
和
荘
の
そ
の
後
の
状
況
は
、

承
知
し
て
い
な
い
。

質
　
問

　

平
成
26
年
度
完
成
予
定
の
本
庁

舎
の
現
況
は
。
3
・
11
震
災
後
、

全
国
的
に
箱
物
は
自
粛
ム
ー
ド

だ
。

　

市
民
の
不
安
、
不
満
の
声
を
わ

か
り
や
す
く
説
明
を
。

総
務
部
長

　

各
階
の
平
面
的
な
計
画
の
案
が

ま
だ
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
状
況
。

質
　
問

　

善
太
新
田
町
に
あ
る
近
鉄
踏
切

の
歩
道
部
分
の
拡
幅
は
で
き
な
い

か
。
富
吉
駅
西
の
踏
切
は
引
き
込

み
線
が
あ
り
、
遮
断
機
の
下
り
て

い
る
時
間
が
長
い
た
め
、
抜
け
道

に
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
佐
屋
大
橋
に
は
歩
道
橋

が
な
い
。
か
つ
て
死
亡
事
故
が
複

数
発
生
し
て
い
る
。

　

今
、
広
域
農
道
が
開
通
し
た
道

路
の
南
側
で
側
溝
新
設
工
事
、
道

路
拡
幅
水
道
工
事
を
し
て
い
る

佐屋大橋

善太新田町の踏切（歩道なし）


